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昨
年
度
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
事
に
な

り
、
毎
号
割
り
当
て
ら
れ
る
紙
面
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
多
岐
に
わ
た
っ
て
広

が
る
自
治
協
の
事
業
を
今
後
も
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。広
報
紙
へ
の
率
直
な
ご
意
見・

ご
感
想
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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床の上のカーリング

参加費：無料 申込み：不要 持ち物：飲み物

✿ 共催：西区自治協議会、新潟県カーリンコン協会
✿ 住所：新潟市西区五十嵐三の町北１－２２
✿ 電話：０９０－４０９４－４９０５（新潟県カーリンコン協会 細井）

西区自治協議会提案事業「西区の宝サポート事業」

１０／ ５（金）、１０／２６（金）
１１／ ６（火）、１２／１４（金）
１２／２２（土）大会直前練習
各回 １３：３０～１５：３０

【小針青山会場】小針青山公民館２F 大会議室
１０／ ２（火）、１０／３０（火）
１１／２０（火）
各回 １５：３０～１７：３０

【内野会場】内野まちづくりセンター３F ホール

日時：１２／２６（水）１３：００～１６：３０
会場：西総合スポーツセンター
対象：西区内在住者等 １チーム３人 参加費：無料 申込み：後日ﾁﾗｼで

● カーリンコン とは

・ 年齢を問わず、誰もが楽しむことができます

・ 介護予防や健康寿命延伸に適しています

・ 赤・緑 それぞれが６枚のディスクを交互に投げ合い、どちらが
ポイント (マト) に近づいているかを競う簡単なスポーツです

● 体験会等 のご案内

地域の茶の間、ふれあいスクール等にも出張します。
お気軽にお声がけください。

日時：１０／１０（水）１０：００～１２：００
会場：西総合スポーツセンター

体 験 会

障がい者交流会

出 前講座

広
報
紙
や
自
治
協
議
会
活

動
に
つ
い
て
の
ご
意
見

◆
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

お
書
き
添
え
の
上
、
広
報
紙

１
面
の
「
事
務
局
」
あ
て
に

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

に
て
送
付
く
だ
さ
い
。

と
っ
て
お
き
の
私
の
一
枚

◆
あ
な
た
の
「
自
慢
の
写

真
」（
家
族・ペ
ッ
ト・風
景・

イ
ベ
ン
ト
等
）
に
住
所
・
氏

名
（
氏
名
必
須
、
ペ
ン
ネ
ー

ム
が
あ
れ
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
）・
連
絡
先
・
写
真
タ

イ
ト
ル
・
一
言
コ
メ
ン
ト
を

添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
電
子
メ
ー
ル
可
）
◆
採
用

者
に
は
千
円
の
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
。
◆
応
募
写
真
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
◆
締
め
切

り
11
月
末
日
（
１
月
号
掲
載

予
定
）。
◆
送
付
先
／
広
報

紙
１
面
の「
事
務
局
」あ
て
。

　「アートを通して西区民の一体感をつくりたい。アートを表現する団体に発表の場を
提供したい」と始めて今回で６回目となりました。
　素晴らしい演奏やダンスなど多様な活動の発表、アート部門の展示等、学術・文化
豊かな西区のパワーを皆さんご一緒に体感ください。
　秋の一日、お誘いあわせの上、ぜひお越しください。

西
川
と
か
か
わ
る 

子
ど
も
た
ち

大
会
に
向
け
て
活
動
! ! 

チ
ラ
シ
が
完
成
！

平
成
30
年
度
　
西
区
自
治
協
議
会
提
案
事
業「
西
区
の
宝 

サ
ポ
ー
ト
事
業
」

詳細は、区内市公共施設に設置のチラシ、またはホームページをご覧ください。 西区自治協議会 検索

区を
豊かに
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ロゴマークの
意匠

　西区の宝物をたくさん詰め込んだロゴマークです。新
潟スイカ、赤塚大根、くろさき茶豆、佐潟の白鳥。その上に
日本海に沈む夕日と大学を表す博士帽を乗せました。

新潟市西区自治協議会
会長　岩脇　正之
〒950-2097
新潟市西区寺尾東3丁目14番41号　西区地域課内
TEL：025-264-7161　FAX：025-269-1650
E-mail：chiiki.w@city.niigata.lg.jp

発行者

事務局

4

パソコン・スマートフォンでもご覧になれます！
Web版西区を豊かに（西区役所ホームページ内）

彩る想い西区の宝

第６回

西区
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＊どちらも入場無料・申込不要です

主催：西区自治協議会
後援：新潟市教育委員会

《音楽・芸能部門》

開演　10.21（日）
◆ 10：00( 開場９：30) ～ 16：00予定
会場　�黒埼市民会館１階ホール（定員 300名）

出演団体（出演順）
◆西内野コミ協吹奏楽団
◆ �新潟清心女子中学・高等学校ダンス部
◆ミュージカル劇団オンディーヌ
◆坂井輪中学校吹奏楽部
◆コーラス　円
◆新潟メンネルコール
◆新潟大学吹奏楽部
◆ �ハワイアンバンド「アロハメイツ」
◆新潟小町会
◆黒Dan from m４F
◆五十嵐中学校筝曲部
◆フラ・ケアラ・ロゼラニ
◆「絆」山田っ子隊
◆ �丸山友裕と仲間たち　アモーレ・マルー
◆越乃リュウ

《アート展示部門》

開催　10.�20（土）・ 21（日）
◆ 20（土）13：00～ 17：00�
◆ 21（日）９：00～ 16：00
会場　�黒埼市民会館１階ホワイエ�
　ロビー・芝生広場

展示内容
◆�新潟大学教育学部美術科学生による空間演出作品
◆区内小学生の自由研究優秀作品
◆アール・ブリュット作品
◆西区ふれあいカレンダーの原画及び写真

2018 

10.20（土）・21（日） 黒埼市民会館１階ホール
ホワイエ・ロビー・芝生広場

開催日 会場
　
「
西
川
流
域
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が
今
年
は
第
十
回
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
に
、地
域
の
川
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
西
区
役
所
・
西
蒲
区
役
所
の
共
同
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
西
区
で
は
西
川
沿
い
に
あ
る
笠
木
小
学

校
と
小
瀬
小
学
校
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
年
一
回
行
わ
れ
る
交

流
会
で
は
、
自
分
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
調
査
や
体
験
を
発

表
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
の
学
校
の
今
ま
で
の
活
動
と
し
て
は
、

西
川
の
洪
水
の
歴
史
や
水
質
検
査
の
結
果
な

ど
数
々
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
目
を
引
く
の
は
地
域
の
方
の
協

力
で
小
瀬
～
笠
木
間
を
舟
の
上
か
ら
西
川
を

観
察
す
る
体
験
を
し
、
川
に
捨
て
ら
れ
た
ご

み
が
多
い
こ
と
に
驚
い
た
と
の
こ
と
。

何
と
か
し
た
い
と
網
場
（
あ
ば
）
を
設

置
し
、
引
っ
か
か
っ
た
ご
み
を
見
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
が
多
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
ポ

ス
タ
ー
に
描
い
て
貼
っ
た
り
、
亀
貝
の

農
畜
産
物
売
り
場
「
い
っ
ぺ
こ
～
と
」

に
出
向
い
て
協
力
を
呼
び
か
け
た
り
し

た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
汚
す
の
が
大
人
で
あ
っ
て

は
困
り
も
の
と
い
う
と
こ
ろ
…
。
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　９月15日（土）、16日（日）に、西新潟市民会館で開催し、たくさ
んの方からご参加いただきました。９月15日は東北大学加齢医学研
究所長　川島隆太氏が「スマート・エイジング～脳を育ててイキイキ
と幸せに生きる方法～」を、また９月16日は新潟青陵大学大学院臨
床心理学研究科教授　博士（心理学）　碓井真史氏が「こうしてあな
たもだまされる ～心のすきまを狙う犯罪者達～」を、新潟県警察本部 
警視が、「新潟県内における特殊詐欺の現状と対策」を講演されました。
詳しくは次号で報告いたします。

　去る６月28日、新潟市教育委員・教育委員会の前田教育長はじめ
事務局の方々と、西区自治協議会委員の意見交換会を行いました。冒
頭で５月に西区で発生した女子児童の傷ましい事件を受けて、取り組
んでいる対応等について説明がありました。その一部を紹介します。
　再発防止に向けた取組の一つとして、「通学路等における危険箇所
の総点検」についての紹介がありました。学校、保護者、地域、警察、
行政が一堂に会し、通学路等の危険箇所を洗い出す総点検会議を実施
し、夏休み中に保護者と子どもが通学路を歩いて気付いた危険箇所を
学校へ報告、そして、９月には危険箇所の現地で合同総点検を行った
うえで、安全マップを加除修正し、それを配布するとの流れでした。
　この説明に対し自治協議会委員からは、活発な意見が出されました。
右はその一部です。

　教育長からは、その他の取組として、子ども見守り隊や警察OBのス
クールガードリーダー、青色回転灯の車の巡回なども紹介されたが、何
よりも大切なことは子ども達に体験型の安全教育を実施し、子ども自身
が危険を察知し対処する力をつけなければならないと話していました。
　また、西区役所から、子ども見守り活動や防犯カメラ購入設置への
緊急補助についての説明もありました。

　後半は、教育委員会から「学・社・民の融合による教育」に関する様々
な実施事業についての説明がありました。
　「地域と学校パートナーシップ事業」は、地域の様々な施設や団体、
ボランティアから支援をいただいて行われており、平成29年度のア
ンケートによれば、その一つ一つが子どもの成長を支えてきていると
高く評価されていました。今後もよりよい連携の在り方を検討し成果
が上がることを期待します。

 西区防災カードを全世帯へ配布

西区特産物・観光地カレンダーの
配布をはじめます

　防災分野を担当する第１部会では、４月にワーキングチームを設置して、防災カードの掲載内容を検討しました。
　防災カードの作成は、自主防災力を高めるために、日頃から防災に関する情報に触れ、災害時に正しく対応するための情
報が入手できるよう、災害時の対応の要点が記載され、いつでもどこでも見ることができる手のひらサイズのカードを、各
世帯に配布し携帯してもらうことを目的としています。

カードの内容

カードの配布

カードの特徴

2019年 版

平成 30 年度

1  災害発生時の身を守るための行動
2  安否確認の確認方法
3  情報収集(にいがた防災メール、にいがた防災アプリ)
4  避難情報 (避難準備、避難勧告、避難指示 )
5  所有者本人の個人情報と緊急時の連絡先
6  非常持ち出し品と非常備蓄

自治会加入世帯には、10月15日以降に各世帯に１枚（切り取って２人分）配布します。
２枚以上必要な世帯は、西区の区役所・出張所・連絡所に置きますのでお求めください。

　いつでも携帯できるカードサイズとしました。切って自分で折りたたむ形式になっています。
　カードには、まず自助として、命を守る行動を地震・津波と風水害 (洪水 )別に４面にわたり掲載しています。このカー
ドがあれば、災害時の様々な状況で落ち着いて行動することができます。また、安否情報の確認方法や「にいがた防災メー
ル」、「にいがた防災アプリ」などのお役立ち情報も掲載しています。特に「にいがた防災アプリ」は、スマホで現在地か
ら最寄りの避難所が表示できるアプリなので、土地勘のない市内外出先などで災害が発生した場合でも、落ち着いて最寄
りの避難所へ避難することができます。
　さらに、最近改正された避難情報の名称についても解説を掲載しました。発令されている避難情報がどの段階の情報な
のか一目でわかります。
　最後に、救助者へ自分の情報を伝えるための記載欄と、普段から用意すべき持ち出し品リストを掲載しました。
　日常的に見ても役立ち、災害発生時にも活用できるよう工夫されたカードとなっています。ぜひ財布などに入れ、自分
の防災力を向上させていただきたいと思います。

西区防災カードの掲載内容は、
以下のようになっています。

地域と学校パートナーシップ事業は
子どもの成長につながっているか

■ 良い

■ やや良い

■ やや悪い

■ 悪い

0 20 40 60 80 100

自己肯定感

社会性の育成

学力の向上

（％）

［平成29年度アンケート結果より］
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6666 3232

4949 88

22
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6666 3232
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　皆様より好評いただいている西区の魅力を紹介したカ
レンダーの2019年版を西区自治協議会で制作しました。
カレンダーに掲載した写真の一部は区内高等学校写真部
の生徒が撮影したものとなっています。
　10月20日、21日の第６回西区アートフェスティバ
ル会場で配布します。また、10月24日以降は、区内市
公共施設に置きますので、ぜひお持ち帰りください。

※イメージは 2018 年版です

西区自治協議会講演会
西区自治協議会提案事業

新潟大学学生キャラクター制作中

＊ �総点検会議への出席依頼がなかった自治会があったの
で、現地での合同総点検には全ての自治会に出席依頼
を行うよう徹底してほしい。

＊ �夏休み中に親子で安全マップをもって実際に通学路を
歩き、危険について話し合うことは大変良いことと思
う。小学校入学直前にもそういう機会をもつよう指導
してほしい。

＊ �子ども達の活動範囲は通学路だけでない。地域全体の
安全マップを大人だけで作るのではなく、子ども達と
一緒に作成する活動を行い、子どもに具体的な危険ポ
イント認識をさせる活動を広げていただきたい。

＊ �西区では一斉クリーンデーを行っているので、ここに
西区一斉防犯デーの活動もできたらよい。

＊ �子ども110番の家が、実態に合っていないところもあ
るため情報更新が必要だ。

教育ミーティング実施

※イメージ写真


